
























1.胎児,新生児の免疫系の発達過程ならびに感染防御機構に関する検討 

新生児特に早期産児では未熟な免疫能のため易感染性を示し,また感染も重篤化する。胎児,

新生児(特に早期産児)の免疫能を十分に知ることは,新生児の管理・治療に直結する重要な

意義を有するものと考える。 

2.周産期における単純ヘルペスウイルス感染とその対策 

単純ヘルペスウイルス(HSV)感染による新生児ヘルペス症は,予後極めて不良な疾患であり,

したがって感染予防対策の確立が望まれている。本疾患の報告例は,最近増加の傾向にある

ので,本邦における実態調査を行い,併せて本症の診断法,臨床検査法に関する諸問題を明

確にし度いと考えた。 

3.周産期感染症に関する研究 

周産期感染症の頻度は,今日においても決して減少していない。また,妊婦の尿路感染症,

産褥子宮内感染症,新生児感染症(肺炎,敗血症)の起炎菌の種類は好気性グラム陰性桿菌,

グラム陽性球菌,嫌気性菌(球菌,桿菌)の順に頻度が高く,これは従前と余り差がみられな

かった。 

B 群レンサ球菌感染症,クラミジ了感染症は周産期感染において,特に重大な関心が寄せら

れているので,その感染実態を明らかにし,また産科疾患中もっとも周産期感染を誘起し易

い前期破水について,その感染防御方策を明らかにしたいと考え本研究を行った。 


